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巻頭言

石川県病院薬剤師会 監事・金沢大学附属病院

石川県の 2040 年を見据えた
病院薬剤師の役割と共創

崔　　　吉　道

　2040年に向けて、日本はこれまでに経験したことのない人口構造の変化に直面しています。高齢者の
さらなる高齢化、生産年齢人口の急減、地域間格差の拡大、そして医療・介護需要の増大など、複合的
かつ相互に関連する課題が顕在化しつつあります。このような中、医療提供体制の持続可能性を確保す
るためには、地域の実情に応じた医療体制の再構築と多職種の緊密な連携が不可欠です。そして、その
中核に位置する存在の一つが病院薬剤師です。
　中小病院は地域医療を支える重要な役割を担っています。しかしながら、薬剤師の偏在や人員不足に
より、日常業務の維持すら困難な施設も少なくありません。高度急性期病院への人材集中は全国的傾向
であり、地方の中小病院においては新たな業務への対応どころか、基本的な薬剤業務の維持に苦慮して
いる現状があります。しかし、こうした状況でこそ、病院薬剤師の専門性と創意工夫が強く求められま
す。
　厚労科研安原班の調査で、薬学生の多くが急性期の基幹病院を志向する一方、将来的には回復期や慢
性期の地域医療への貢献意欲をもつ学生も多数存在することが明らかとなっています。つまり、地域の
中小病院においても、やりがいや成長機会を明確に提示できれば、将来の人材確保につながる可能性が
十分にあるということです。その鍵となるのが、卒前・卒後教育の充実と、魅力ある研修環境の構築で
す。
　石川県で進めている地域連携薬剤師共育プログラムは、その好例といえます。基幹病院と地域病院が
連携し、一定期間の相互研修を通じて専門性を高めるこの取り組みは、薬剤師の育成と地域定着の両立
を図るモデルとして注目されています。また、令和６年度の診療報酬改定においても、施設間連携や人
材育成を評価する仕組みとして薬剤業務向上加算が新設されました。今後はこうした仕組みの効果をい
かに地域全体に波及させていくかが焦点となります。
　特に中小病院においては、「すべてを自施設で完結させる」という発想から脱却し、他施設との連携
を前提とした薬剤業務の再設計が求められます。急性期から包括期、慢性期、さらには在宅医療へと続
く医療の流れの中で、薬剤師が切れ目なく関与し、適切な薬物療法を支える体制の構築が重要です。そ
のためには、施設間での情報共有、標準化された業務プロセス、そして相互理解に基づく信頼関係の構
築が不可欠です。
　さらに、医療DXやICTの活用も今後の重要な鍵となります。電子的な情報連携により、患者の薬剤
情報をシームレスに共有することで、地域全体の薬物療法の質を向上させることが可能となります。中
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小病院においても、限られた資源の中で効果的にICTを活用する工夫が求められます。
　病院薬剤師は今、「院内の専門職」から「地域をつなぐ専門職」へと進化する時代にあります。日々
の実践で得られる知見を蓄積し、それを共有し、さらには学術的に検証することによって、新たな価値
を創出していくことが期待されています。それは単に医療の質向上にとどまらず、地域社会そのものの
持続性に寄与する取り組みでもあります。
　石川県の病院薬剤師一人ひとりが、それぞれの現場で果たす役割は決して小さくありません。規模の
大小にかかわらず、自施設の強みを生かしつつ、地域全体の医療を俯瞰した視点を持つことが重要です。
施設の枠を越えた連携と共創により、地域に根ざした持続可能な医療体制を構築していくことが、これ
からの私たちに課せられた使命であると考えます。
　本誌が、会員の皆様にとって日々の実践を振り返り、未来を展望する一助となれば幸いです。
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